
１ はじめに

2020年のわが国における精神疾患を有する患者数は600万人を超え、2005年

の300万人から倍以上に急増しています。この患者数は、５大疾病の中でも

20年以上連続して1位を維持しています。しかも精神疾患の半数は10代半

ば（14歳）までに発症し、4分の３が20代半ばまでに発症するため、中高年

期以降に大部分が発症する他の５大疾病に比べて障害調整生命年が大きく、

障害による健康生活への影響が長期に渡って大きいことが特徴です。また精

神医学は、小児期から老年期まで、そして統合失調症、うつ病、双極症、不安症から認知症を含む

器質性精神障害や神経発達症や摂食症や依存症まで、非常に広大な領域をカバーしています。さ

らにゲーム障害のように新しい精神障害も加わり患者数の急増につながっています。この広大な

領域を含む精神医学について社会的な重要性の認識が高まる一方で、未知の領域が大きく現在も

進化途上の学問です。併発診断の多い精神疾患の診療をする上では、多様な精神疾患を診断・治

療する能力を兼ね備えていなければ一人一人の患者さんについて併発診断も含めた正確な診断が

出来ず治療が不十分になってしまいます。

浜松医科大学精神科専門研修プログラムは、人口約360万人の静岡県で唯一の大学医学部であ

るという特性を活かして、基幹病院である浜松医科大学附属病院と精神医学の広大な領域を網羅

する24の多様な連携施設で構成しています。浜松医科大学附属病院では、豊富なカンファレン

スや講演・講義やワークショップなどの教育プログラムが充実し、教育・指導経験豊富な8名の

指導医が揃い、電気けいれん療法やクロザリル治療などの難治性症例の治療体制が整い、コンサ

ルテーション・リエゾン精神医学や認知行動療法を中心とした幅広い精神療法や摂食症治療、そ

して児童青年期精神医学の臨床が充実し、脳画像解析や治療法開発の領域では世界トップクラス

の実績をあげている精神医学研究に携わることも出来ます。静岡県と愛知県にまたがる24の連

携施設では、合計83名の指導医が在籍し、精神科救急や心理社会的治療法や児童精神科臨床や

依存症や認知症の治療、そして精神科リハビリテーションに代表される、多様な地域精神医療が

経験できる市中の医療機関で幅広い研修を受けることが出来ます。したがって、幅広い臨床ある

いは研究も含めて様々な選択肢を有し、多様な疾患についての診療能力を身に付け、精神医学の

豊かで底知れない将来性・可能性を傍受することが出来るプログラムになっています。

プログラム統括責任者 浜松医科大学医学部附属病院精神科神経科 教授 山末 英典

２ 目的

本プログラムの目的は、共感的な姿勢で患者さん自身やご家族が抱える問題を把握し、医学的

知見を最大限に活用して精神疾患に関連した問題の解決に全力で取り組める、質の高い精神科

医・児童精神科医を数多く育成することです。そして、静岡県の医療事情を理解し、地域の実情

に合わせた実践的な精神科医療を行うための技術と知識を習得し、精神保健指定医、精神科専門

医の取得を目指します。

浜松医科大学連携施設精神科専門医研修プログラム

（浜松医科大学医学部附属病院）



３ 研修病院群

（1）専門研修基幹施設

浜松医科大学医学部附属病院 精神科神経科

（2）専門研修連携施設（50音順）

（静岡県）

朝山病院、ＮＴＴ東日本伊豆病院、大手町クリニック、小笠病院、菊川市立総合病院、

国立病院機構天竜病院、静岡県立こころの医療センター、静岡県立こども病院、

清水駿府病院、神経科浜松病院、聖明病院、聖隷三方原病院、鷹岡病院、天王病院、

沼津中央病院、服部病院、浜松市精神保健福祉センター、福田西病院、藤枝駿府病院、

三方原病院、溝口病院

（愛知県）

京ケ峰岡田病院、紘仁病院

４ 専攻医受入数

10名/年

５ 研修期間

３年（知識、技能、態度の中に不可の項目がある場合や、出産、育児、疾病、留学などの特別

な事情により研修が休止した場合は、４年目にかかることがある。）

６ 研修計画（例）

１年目は基幹病院である浜松医科大学医学部附属病院をローテートし、精神科医としての基

本的な知識を習得します。２年目以降は専攻に合った連携施設で研修し、身体合併症治療、難

治・急性期症例、児童症例、認知症症例、依存症症例などを幅広く経験し、精神療法、薬物療

法を主体とする治療手技、生物学的検査・心理検査などの検査手法、精神保健福祉法や社会資

源についての知識と技術を深めます。専門医取得には最低３年間の研修が必要です。専門医

研修と並行して大学院に進学することも可能です。

これら３年間のローテート順については、本人の希望に応じて柔軟な対応が可能です。



７ 問い合わせ先

随時、見学を受け付けています。また、研修に関連した情報を発信するメーリングリスト

も発行しています。お気軽にお問い合わせください。

連絡先：医局長 和久田智靖 E-Mail: wakuda@hama-med.ac.jp

浜松医科大学 精神医学講座 医局 TEL:053-435-2295 FAX: 053-435-3621



８ 「静岡県キャリア形成プログラム」における取扱い

（1） 領域、プログラムリーダー

領域：精神科、プログラムリーダー：精神科神経科教授 山末 英典

（2）キャリア形成プログラム受入れ見込み数

「４ 専攻医受入数」の内数 10名

（3）具体的なコース

（4）勤務する医療機関 ※下線は、医師少数区域又は医師少数スポットに所在する病院

※大手町クリニック、聖明病院、溝口病院、藤枝駿府病院、服部病院、福田西病院、小笠病院、

朝山病院、三方原病院、天王病院で勤務する可能性があります。

（5）取得できる資格

精神科専門医、精神保健指定医

（6）問い合わせ先

連絡先：医局長 和久田智靖 E-Mail: wakuda@hama-med.ac.jp

浜松医科大学 精神医学講座 医局 TEL:053-435-2295 FAX: 053-435-3621

初期研修 後期（専門）研修 後期（専門）研修後（県内病院勤務）

２年 ３年 ４年

県内病院 浜松医科大学医学部附属病院に1年間

勤務した後、連携施設に勤務

下記施設の中で、より専門的な研修が

継続できる病院を1, 2ケ所勤務する。

二次医療圏 後期（専門）研修 後期（専門）研修後

賀茂

熱海伊東

駿東田方 沼津中央病院、ＮＴＴ東日本伊豆病院 沼津中央病院、ＮＴＴ東日本伊豆病院

富士 鷹岡病院 鷹岡病院

静岡
静岡県立こころの医療センター、

静岡県立こども病院、清水駿府病院

静岡県立こころの医療センター、

静岡県立こども病院、清水駿府病院

志太榛原

中東遠 菊川市立総合病院 菊川市立総合病院

西部

聖隷三方原病院、

国立病院機構天竜病院、

神経科浜松病院

聖隷三方原病院、

国立病院機構天竜病院、

神経科浜松病院

うち、４年間を医師少数区域又は医師少数スポットで勤務


